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一
、
は
じ
め
に

　

一
三
世
紀
に
成
立
し
た
親
鸞
遺
文
は
、
親
鸞
自
筆
の
真
蹟
が
多
数
伝
来
し
、

他
者
の
書
写
を
経
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
日
本
語
史
研
究
の
第
一

級
資
料
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
親
鸞
遺
文
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
（
い
わ

ゆ
る
片
仮
名
文
・
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
を
含
む
）で
記
さ
れ
る
も
の
を
含
み
、

そ
れ
ら
は
、
多
く
が
片
仮
名
宣
命
書
き
を
含
み
つ
つ
、
大
字
片
仮
名
を
多
く
交

用
さ
せ
る
表
記
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

従
来
の
中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
研
究
に
お
い
て
は
、
漢
字
と
仮
名
の
比

率
や
、仮
名
の
大
小
に
よ
る
弁
別
に
多
く
注
意
が
払
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、

片
仮
名
が
同
字
連
続
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
重
複
記
号
、
重
点
（「
ヽ
」、
い
わ

ゆ
る
踊
り
字
）
に
注
目
す
る
。

　

平
仮
名
文
献
の
世
界
に
お
い
て
は
、
一
三
世
紀
以
降
、
文
節
頭
に
お
け
る
重

点
使
用
が
衰
退
し
て
い
き
、
そ
の
こ
と
は
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
の
本
格
化
を

促
進
し
た
（
矢
田
勉
二
〇
一
二
a
等
）。
し
か
る
に
、
平
仮
名
に
比
し
て
片
仮

名
は
異
体
仮
名
を
多
く
持
た
ず
、
連
綿
を
前
提
と
し
な
い
。
散
ら
し
書
き
等
、

美
的
要
素
と
言
え
る
側
面
も
見
出
し
が
た
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
片
仮
名
同
字
連
続
を
表
記
す
る
方
法
は
平
仮
名
文
献

と
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
重
点
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

は
重
要
な
は
ず
で
あ
る
が
、
管
見
に
及
ぶ
限
り
、
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る）

1
（

。

　

ま
た
、
親
鸞
遺
文
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
研
究
に
お
い
て
は
、
後
に
述
べ

る
よ
う
に
、
独
自
の
仮
名
遣
い
の
実
践
、
漢
字
音
古
用
の
墨
守
、
使
用
漢
字
の

制
限
等
、
規
範
的
態
度
が
多
く
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
傾
向
と
重
点
用

法
と
の
関
連
も
未
解
明
で
あ
る
。
本
稿
は
か
か
る
視
点
か
ら
、
平
仮
名
文
献
の

世
界
に
お
い
て
「
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
が
本
格
的
な
段
階
に
入
」（
矢
田
勉

二
〇
一
二
a
）
っ
た
と
さ
れ
る
一
三
世
紀
当
時
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
と

し
て
親
鸞
『
西
方
指
南
抄
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
重
点
の
用
法
に
つ
い
て
報
告

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
親
鸞
遺
文
資
料
群
に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
と
並
ぶ

大
部
の
言
語
量
を
誇
り
、
し
か
も
全
巻
親
鸞
自
筆
に
か
か
る
。
本
文
は
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
、
内
容
は
法
然
上
人
の
法
語
・
消
息
・
行
状
等
の
言

行
録
で
あ
る
。
本
稿
の
調
査
で
用
い
た
の
は
専
修
寺
本
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
る

と
、
本
書
は
康
元
元
〜
二
年
（
一
二
五
六
―
五
七
）、
親
鸞
八
四
〜
五
歳
時
の

書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
に
つ
い
て
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二
、『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
お
け
る
重
点
・
同
字
反
復

　

本
節
で
は
、『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
の
使
用
お
よ
び
同
字
反
復
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
コ
ヽ
ロ
」
の
よ
う
な
表
記
を
「
重
点

使
用
」、「
コ
コ
ロ
」
の
よ
う
な
表
記
を
「
同
字
反
復
」
と
し
、
両
者
を
併
せ
て

「
同
仮
名
（
の
）
連
続
」
と
呼
ぶ
。

　
『
西
方
指
南
抄
』
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
記
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
と
仮
名

の
連
接
部
分
に
位
置
す
る
場
合
、
重
点
は
使
用
さ
れ
な
い
。
同
様
に
、
漢
字
間

の
境
界
に
位
置
す
る
振
り
仮
名
部
分
に
つ
い
て
も
通
常
は
重
点
を
使
用
せ
ず
、

同
字
反
復
で
表
記
さ
れ
る
（
以
下
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
。「
／
」
は
改
行
を

表
し
、
朱
点
等
は
必
要
が
な
い
限
り
は
省
略
す
る
）。

　
（
1
） 

南
无
阿
弥
陀
仏
ト
唱ト

ナ
エ

テ
ム
上ウ

ヘ
ニ
ハ

決ク
ヱ
チ
チ
ヤ
ウ定

往
生
ト
オ
モ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ

ナ
リ
（
中
末
一
三
一
・
六
）

　
（
2
） 

観ク
ワ
ン
キ
ヤ
ウ経
ニ
ハ
（
略
）
ト
説ト
ケ
ルナ
リ
（
中
末
一
三
四
・
二
）

　
（
1
）・（
2
）
は
、
引
用
を
示
す
助
詞
「
ト
」
に
、「
ト
」
か
ら
始
ま
る
動
詞

が
下
接
す
る
が
、
動
詞
部
分
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
重
点
が
用
い

ら
れ
な
い
。
ま
た
、（
1
）
の
漢
字
熟
語
「
決
定
」
は
振
り
仮
名
中
に
重
点
を

用
い
る
と
い
う
方
法
も
あ
ろ
う
が
、
用
い
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
考
察
の
対
象

を
本
文
の
仮
名
表
記
部
分
の
み
と
し
、
漢
字
表
記
と
の
接
続
部
分
、
漢
字
表
記

右
傍
に
記
さ
れ
る
振
り
仮
名
部
分
及
び
漢
文
部
分
は
対
象
外
と
す
る
。
ま
た
、

二
字
以
上
の
重
点
（「
〳
〵
」・「
ヽ
ヽ
」
等
）
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
な
い
。

　

同
字
が
連
続
す
る
場
合
に
漢
字
表
記
以
外
の
方
法
を
用
い
る
と
す
る
と
、
そ

の
方
法
は
二
種
類
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、①
重
点
の
使
用
（
例
「
キ
ヽ
テ
」

「
コ
ヽ
ロ
」）、
②
同
字
反
復
（
例
「
ヒ
ト
ト
」「
ス
テ
テ
」）
で
あ
る
。
同
仮
名

が
連
続
す
る
場
合
、
多
く
は
音
韻
上
同
音
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
清

音
―
濁
音
な
ど
、
異
な
る
音
韻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
①
②
で
表
記
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
（
例
「
ト
ケ
ケ
ル
」〈
遂
げ
け
る
〉「
オ
モ
ハ
ヽ
」〈
思
は
ば
〉）。
そ

の
一
方
、
同
音
で
あ
っ
て
も
異
な
る
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
③
仮

名
遣
い
に
よ
る
別
仮
名
の
使
用
（
例
「
オ
モ
ハ
ム
ハ
ワ
ル
シ
」）
も
、
ま
ま
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、本
節
で
取
り
上
げ
る
の
は
①
・
②
で
あ
る
。
③
の
、

①
②
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で
考
察
す
る
。

二
・
一　

重
点
・
同
字
反
復
の
概
要

　

本
稿
の
調
査
で
得
ら
れ
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
重
点
及
び
同
字
反
復
の
用
例

は
計
九
一
八
例
で
あ
る
。
次
の
（
表
1
）
に
全
体
の
概
要
を
示
す
。

　
（
表
1
）　
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復

重
点

同
字
反
復

合
計

文
節

頭

自
立
語

語
頭

16
（
名
詞
15
、
動
詞
1
）

78
（
動
詞
41
、
名
詞
19
、
副

詞
8
、
接
続
詞
5
、
形
容
動

詞
2
、
形
容
詞
1
、
連
体
詞

1
、
連
語
1
、）

94
例

非
文

節
頭

自
立
語

語
中
尾

675
（
名
詞
264
、
動
詞
216
、
副

詞
165
、
代
名
詞
14
、
形
容
詞

8
、
連
体
詞
8
）

8
（
名
詞
6
、
動
詞
1
、
副

詞
1
）

683
例

付
属
語

そ
の
他

108
（
助
詞
96
、
助
動
詞
10
、

接
尾
辞
2
）

33
（
助
詞
27
、
助
動
詞
4
、

接
尾
辞
2
）

141
例

合
計

799
例

119
例

918
例

　
（
表
1
）
で
は
、
重
点
ま
た
は
同
字
反
復
さ
れ
る
部
分
の
位
置
に
よ
っ
て
、
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一

自
立
語
語
頭
、
自
立
語
語
中
尾
、
付
属
語
そ
の
他
の
三
種
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ

れ
品
詞
ご
と
の
種
別
と
用
例
数
と
を
示
し
た
。

　
（
表
1
）
よ
り
、
自
立
語
語
頭
で
は
同
字
反
復
が
、
自
立
語
語
中
尾
で
は
重

点
の
使
用
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
位
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
節
末
仮
名
を
次
の
文
節
頭
で
反
復
す
る
際
は
、（
文
節
を
ま
た
ぐ
こ
と
か
ら
）

同
字
反
復
を
用
い
、文
節
内
で
は
逆
に
重
点
を
使
用
し
や
す
い
と
指
摘
で
き
る
。

よ
っ
て
、
傾
向
と
し
て
は
、
重
点
は
文
節
境
界
を
越
え
る
こ
と
が
少
な
い
と
言

え
る
。
付
属
語
そ
の
他
で
は
重
点
が
一
〇
八
例
（

76.6
％
）
と
優
位
で
あ
る
も
の

の
、
同
字
反
復
の
例
も
三
三
例
（
23.4
％
）
見
ら
れ
て
お
り
、
三
者
の
中
で
は
最

も
偏
り
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、（
表
1
）
に
は
出
現
位
置
が
行
頭
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
出

現
が
行
頭
の
も
の
を
（
表
1
）
に
倣
っ
て
ま
と
め
る
と
、（
表
2
）
と
な
る
。

　
（
表
2
）　

行
頭
に
位
置
す
る
重
点
及
び
同
字
反
復

重
点

同
字
反
復

合
計

文
節
頭

自
立
語
語
頭

0

12
（
動
詞
5
、
名
詞
4
、
接
続
詞

2
、
連
語
1
）

12
例

非
文
節
頭

自
立
語
語
中
尾

0

1
（
動
詞
1
）

1
例

付
属
語
そ
の
他

0

4
（
助
詞
4
）

4
例

合
計

0
例

17
例

17
例

　

行
頭
に
位
置
す
る
場
合
、
次
の
（
3
）・（
4
）
の
よ
う
に
、
全
一
七
例
が
す

べ
て
同
字
反
復
の
形
で
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、『
西
方
指
南
抄
』
は
重
点
を
行

頭
に
位
置
さ
せ
な
い
方
針
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る）

2
（

。

　
（
3
） 

ワ
レ
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
往
生
シ
侍ハ
ヘ
ル
ヘ
キ
ト
／
ト
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
シ
カ
ハ

（
中
本
八
一
・
一
）

　
（
4
） 

極コ
ク
ラ
ク
セ
カ
イ

楽
世
界
ニ
マ
ウ
テ
／
テ
仏ホ

ト
ケニ

マ
フ
シ
テ
マ
ウ
サ
ク
（
上
本
一
六
・
五
）

　

以
下
、
重
点
と
同
字
反
復
の
実
態
を
、
自
立
語
語
頭
、
自
立
語
語
中
尾
、
付

属
語
そ
の
他
の
順
に
観
察
す
る
。

二
・
二　

自
立
語
語
頭

　
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
自
立
語
語
頭
（
文
節
頭
）
に
重
点
が
一
六
例
、
同
字

反
復
が
七
八
例
、
計
九
四
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
具
体
例
を
示
し
つ

つ
、
検
討
を
加
え
る
。

◎
自
立
語
語
頭
―
重
点

　

・
名
詞
15
例　
「
〜
の
＋
の
ち
」
15
（
ソ
ノ
ヽ
チ
等
）

　

・
動
詞
1
例　

仏
タ
チ
ノ
ヽ
タ
マ
ハ
ム
オ
ヤ
1

◎
自
立
語
語
頭
―
同
字
反
復

・
動
詞
41
例　
「
〜
て
＋
動
詞
」
3
（
エ
ラ
ヒ
テ
テ
ラ
シ
タ
マ
ヘ
ル
ヤ
等
）、

「
〜
と
＋
動
詞
」
21
（
タ
レ
人
ソ
ト
ト
ヘ
ハ
等
）、「
〜
に
＋
動
詞
」
6
（
御

ス
カ
タ
ニ
ニ
タ
リ
ケ
リ
等
）、「
〜
の
＋
動
詞
」
5
（
永
観
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク

等
）、「
〜
は
＋
動
詞
」
2
（
イ
カ
テ
カ
ハ
ハ
ヘ
ル
ヘ
キ
等
）、「
も
し
＋
動

詞
」
3
（
モ
シ
シ
カ
ラ
ス
ハ
等
）、「
〜
を
し
て
＋
動
詞
」
1
（
光
ヲ
シ
テ

テ
ラ
シ
）

・
名
詞
19
例　
「
〜
ば
＋
は
じ
め
」
2
（
ア
カ
サ
ハ
ハ
シ
メ
ニ
等
）、「
〜
は

＋
は
じ
め
」
2
（
阿
弥
陀
経
ハ
ハ
シ
メ
ニ
等
）、「
〜
に
は
＋
は
じ
め
」
1

（
コ
ノ
経
ニ
ハ
ハ
シ
メ
ニ
）、「
〜
の
＋
の
ぞ
み
」
2
（
往
生
ノ
ノ
ソ
ミ
等
）、

「
〜
の
＋
の
ち
」
8
（
末
法
万
年
ノ
ノ
チ
等
）、
ワ
カ
カ
タ
1
、
普
通
ノ
ノ
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二

リ
ク
ル
マ
ノ
1
、
〜
ト
イ
ヱ
ト
モ
モ
ノ
ヲ
1
、
マ
タ
タ
ヽ
ノ
1

・
副
詞
8
例　
「
〜
ど
も
＋
も
し
」
2
（
シ
カ
レ
ト
モ
モ
シ
等
）、「
〜
も
＋

も
し
（
は
）」
4
（
タ
ニ
モ
モ
シ
等
）、
ト
モ
カ
ラ
ハ
ハ
ナ
ハ
タ
1
、
申
ヘ

カ
ラ
ス
ス
ヘ
テ
1

・
接
続
詞
5
例　
「
〜
し
＋
し
か
れ
ば
」
2
（
オ
ホ
シ
シ
カ
レ
ハ
等
）、「
〜

し
＋
し
か
る
に
」
2
（
シ
ル
ヘ
シ
シ
カ
ル
ニ
等
）、
〜
サ
ス
ス
ナ
ワ
チ
1

・
形
容
動
詞
2
例　
「
〜
は
＋
形
容
動
詞
」
2
（
〜
ト
イ
フ
ハ
ハ
ル
カ
ニ
等
）

・
形
容
詞
1
例　

タ
ト
ヒ
ヒ
サ
シ
ト
1

・
連
体
詞
1
例　

往
生
ス
ヘ
ケ
レ
ハ
コ
ソ
ソ
ノ
1

・
連
語
1
例　

聖
衆
ト
ト
モ
ニ
1

　

自
立
語
語
頭
の
同
仮
名
連
続
は
、
同
字
反
復
が
七
八
例
に
対
し
て
重
点
が

一
六
例
で
あ
り
、
同
字
反
復
が
優
勢
（
七
八
／
九
四
例
、

83.0
％
）
で
あ
る
。

　

重
点
を
用
い
る
一
六
例
の
う
ち
、
一
五
例
は
い
ず
れ
も
「
〜
ノ
ヽ
チ
」
の
形

式
と
な
っ
て
い
る
（「
一
称
ノ
ヽ
チ
」
一
例
、「
ウ
セ
テ
ノ
ヽ
チ
」
一
例
、「
ソ
ノ
ヽ

チ
」
一
一
例
、「
兆
載
永
劫
ノ
ヽ
チ
」
一
例
、「
万
年
ノ
ヽ
チ
」
一
例
）。『
西
方

指
南
抄
』
の
「
の
ち
」（
後
）
は
時
間
性
を
表
し
、
抽
象
的
・
相
対
的
な
名
詞

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
の
ち
」
の
み
で
は
意
味
的
に
独
立
性
が
低
い
。「
〜
の

の
ち
」（
後
）
の
単
位
で
機
能
表
現
的
に
文
中
で
働
い
て
い
る
。

　

矢
田
勉
（
二
〇
一
二
a
）
は
、
鎌
倉
期
の
平
仮
名
文
経
済
文
書
（
譲
状
・
売

券
・
寄
進
状
な
ど
）
に
お
い
て
、
二
文
節
に
ま
た
が
る
同
音
節
連
続
は
基
本
的

に
同
字
反
復
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
も
の
の
、「
〜
の
ゝ
ち
」
の
み
は
文
節
頭
で

も
重
点
を
使
用
し
、「
固
定
的
な
表
記
と
し
て
後
々
ま
で
残
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、
鄭
炫
赫
（
二
〇
〇
六
）
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
狭
衣
の
中

将
』（
一
五
九
七
年
写
）
及
び
国
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
あ
る
カ
サ
ナ
テ
ン

セ
図
書
館
蔵
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』（
一
六
〇
〇
年
刊
）
に
つ
い
て
、
文

節
頭
で
も
例
外
的
に
重
点
を
使
用
し
た
「
そ
の
ゝ
ち
」
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。『
西
方
指
南
抄
』に
お
い
て
は
、重
点
を
使
用
す
る「
〜

ノ
ヽ
チ
」
一
五
例
の
他
、同
字
反
復
の
「
〜
ノ
ノ
チ
」
も
八
例
認
め
ら
れ
（「
往

生
ノ
ノ
チ
」
一
例
、「
釈
迦
末
法
万
年
ノ
ノ
チ
ニ
」
一
例
、「
ソ
ノ
ノ
チ
」
一
例
、

「
末
法
ノ
ノ
チ
」
一
例
、「
末
法
万
年
ノ
ノ
チ
」
四
例
）、
重
点
の
使
用
は
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
〜
ノ
ヽ
チ
」
は
、
他
文
献
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
重
点
使
用
の
慣
例
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
献
と
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
と
で
共
通
す
る

こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
例
外
的
慣
用
の
疑
わ
れ
る「
〜
ノ
ヽ
チ
」

及
び
、
唯
一
の
例
外
と
言
う
べ
き
「
仏
タ
チ
ノ
ヽ
タ
マ
ハ
ム
オ
ヤ
」
の
例
を
除

け
ば
、
重
点
は
文
節
境
界
を
越
え
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
同
字
反
復
は
計
七
八
例
が
認
め
ら
れ
、
各
品
詞
に
広
く
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
接
続
詞
は
五
例
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
直
前
要
素
が
文

末
で
あ
り
、
文
頭
に
あ
た
る
箇
所
が
前
文
末
尾
字
と
の
同
字
反
復
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
5
） 

貧ヒ
ン

窮ク

破ハ

戒カ
イ

散サ
ン

乱ラ
ン

愚ク

癡チ

ノ
ト
モ
カ
ラ
ハ
ハ
ナ
ハ
タ
オ
ホ
シ
シ
カ
レ
ハ
カ

ミ
ノ
諸シ
ヨ
キ
ヤ
ウ行

ヲ
モ
テ
（
上
末
二
七
・
四
）

　
（
5
）
は
「
ト
モ
カ
ラ
ハ
ハ
ナ
ハ
タ
オ
ホ
シ
」
で
一
文
が
終
わ
り
、接
続
詞
「
シ

カ
レ
ハ
」
か
ら
新
た
な
文
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ
も
右
に
見
た
、「
重
点
は
文

節
境
界
を
越
え
て
用
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
原
則
に
矛
盾
し
な
い
。

二
・
三　

自
立
語
語
中
尾

　

自
立
語
語
中
尾
で
は
重
点
が
六
七
五
例
、
同
字
反
復
が
八
例
用
い
ら
れ
る
。



『西方指南抄』における重点について

五
三

具
体
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
自
立
語
語
中
尾
―
重
点

　

・ 
名
詞
264
例　

御
コ
ヽ
ロ
37
、
御
コ
ヽ
ロ
エ
1
、
御
コ
ヽ
ロ
カ
ハ
リ
1
、
御

コ
ヽ
ロ
サ
シ
2
、
御
ス
ヽ
メ
1
、
カ
サ
リ
コ
ヽ
ロ
1
、
コ
ヽ
チ
2
、
コ
ヽ

ロ
180
、
コ
ヽ
ロ
サ
シ
12
、
コ
ヽ
ロ
ネ
1
、
コ
ヽ
ロ
ハ
エ
1
、
サ
ヽ
ヤ
キ
事

1
、
ス
ヽ
メ
5
、
タ
ヽ
事
1
、
タ
ヽ
ミ
3
、
タ
ナ
コ
ヽ
ロ
1
、
チ
ヽ
1
、
ツ
ヽ

キ
1
、ハ
ヽ
1
、ハ
ヽ
カ
リ
2
、フ
タ
コ
ヽ
ロ
2
、ユ
メ
ウ
ツ
ヽ
1
、〜
マ
ヽ

6

　

・ 

動
詞
216
例　

ア
ラ
ワ
ル
ヽ
、
キ
ヽ
、
キ
ヽ
テ
、
コ
ヽ
ロ
ウ
ヘ
シ
、
コ
ヽ
ロ

エ
候
ニ
、
ス
ヽ
メ
テ
、
タ
ヽ
ム
、
ツ
ヽ
キ
、
ト
ヽ
マ
リ
テ
、
ハ
ナ
ル
ヽ
、
ハ
ヽ

カ
ル
、
フ
ル
ヽ
等

　

・ 

副
詞
165
例　

イ
カ
ヽ
24
、
イ
サ
ヽ
カ
8
、
タ
ヽ
111
、
タ
ヽ
イ
マ
1
、
タ
ヽ

シ
15
、
タ
ヽ
チ
ニ
3
、
フ
タ
ヽ
ヒ
1
、
ヤ
ヽ
1
、
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
ハ
1

　

・
代
名
詞
14
例　

コ
ヽ
14

　

・
形
容
詞
8
例　

コ
ヽ
ロ
ク
ル
シ
ク
2
、
ナ
カ
ヽ
ラ
ム
1
、
ユ
ヽ
シ
キ
5

　

・
連
体
詞
8
例　

カ
ヽ
ル
8

◎
自
立
語
語
中
尾
―
同
字
反
復

　

・
名
詞
6
例　

オ
ト
ト
ヒ
1
、
コ
コ
チ
1
、
〜
マ
マ
2
、
ミ
ミ
2

　

・
動
詞
1
例　

ト
ト
メ
1

　

・
副
詞
1
例　

ホ
ホ
（
ほ
ぼ
）
1

　

同
仮
名
連
続
は
、
自
立
語
語
中
尾
で
は
、
ほ
ぼ
重
点
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
（
六
七
五
／
六
八
三
例
、

98.8
％
）。
例
外
的
に
同
字
反
復
が
計
八

例
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
名
詞
「
〜
マ
マ
」
の
「
マ
」
は
、
第
二
画
が
重
点

「
ヽ
」
の
形
状
に
か
な
り
近
似
す
る
。
こ
こ
で
重
点
を
使
用
し
て
し
ま
う
と
「
〜

マ
ヽ
」
と
な
り
、「
一
ヽ
ヽ
」
等
に
読
み
誤
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
次
の
図
版

（
A
）
で
は
、「
マ
マ
」
に
続
く
の
が
「
ニ
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
誤
読
を
回

避
す
る
た
め
に
あ
え
て
同
字
反
復
を
用
い
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。た
だ
し
、

「
〜
マ
マ
」
は
重
点
使
用
の
「
〜
マ
ヽ
」
が
他
に
六
例
認
め
ら
れ
、
同
字
反
復

の
「
〜
マ
マ
」
は
臨
時
的
な
使
用
と
判
断
さ
れ
る
。

　

図
版
（
B
）
の
「
ミ
ミ
」
に
お
い
て
は
、
通
常
用
い
ら
れ
る
「
ミ
」
の
字
形

（
図
版
C
）
よ
り
も
三
画
目
が
か
な
り
横
に
長
く
、
漢
数
字
「
三
」
に
近
い
字

形
で
記
し
て
お
り
、
誤
読
を
避
け
る
た
め
に
意
識
的
に
点
画
を
変
形
さ
せ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
例
は
「
ニ
」
が
下
接
す
る
こ
と
も
あ
り
、
重
点
を
用

い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

名
詞
に
は
他
に
「
オ
ト
ト
ヒ
」「
コ
コ
チ
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
他
、
動
詞
「
ト

ト
メ
」（
留
）、
副
詞
「
ホ
ホ
」（
ほ
ぼ
）
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

同
字
反
復
を
用
い
る
要
因
は
不
明
で
あ
る）

3
（

。
な
お
、「
コ
コ
チ
」
に
つ
い
て
は
、

重
点
を
使
用
す
る
「
コ
ヽ
チ
」
の
例
も
二
例
見
ら
れ
て
い
る
。

（
図
版
A
）

（
図
版
B
）

（
図
版
C
）

（
下
本
一
三
一
・
三
）

（
下
本
一
五
一
・
一
）

（
下
末
一
一
三
・
二
）

二
・
四　

付
属
語
そ
の
他

　

付
属
語
そ
の
他
で
は
、重
点
が
一
〇
八
例
、同
字
反
復
が
三
三
例
見
ら
れ
る
。
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五
四

概
し
て
重
点
使
用
が
優
位
で
あ
る
も
の
の
、
分
布
に
は
最
も
ば
ら
つ
き
が
認
め

ら
れ
る
。
以
下
検
討
し
て
い
く
。

◎
付
属
語
そ
の
他
―
重
点

・
助
詞
96
例　
「
て
」44（
ア
テ
ヽ
、イ
テ
ヽ
、ウ
チ
ス
テ
ヽ
、エ
ラ
ヒ
ス
テ
ヽ
、

ス
テ
ヽ
等
）、「
と
」
2
（
御
ソ
ラ
コ
ト
ヽ
1
、
ヒ
カ
コ
ト
ヽ
1
）、「
に
」

8
（
ク
ニ
ヽ
5
、ナ
ニ
ヽ
3
）、「
の
」
13
（
タ
キ
モ
ノ
ヽ
3
、モ
ノ
ヽ
10
）、

「
は
」
1
（
コ
ト
ハ
ヽ
1
）、「
ば
」
25
（
イ
ハ
ヽ
、ウ
タ
カ
ハ
ヽ
、オ
モ
ハ
ヽ
、

候
ハ
ヽ
、タ
テ
タ
マ
ハ
ヽ
等
）、「
ば
や
」
1
（
ト
ケ
サ
セ
マ
イ
ラ
セ
候
ハ
ヽ

ヤ
1
）「
も
」
1
（
コ
ロ
モ
ヽ
1
）、　
「
づ
つ
」
1
（
ス
コ
シ
ツ
ヽ
1
）

・
助
動
詞
10
例　
「
ず
」
2
（
オ
ハ
シ
マ
サ
ヽ
レ
ハ
1
、
コ
ロ
サ
ヽ
ル
1
）、

「
る
」
4
（
オ
モ
ヒ
シ
ラ
ル
ヽ
1
、
オ
ク
ラ
ル
ヽ
1
、
タ
モ
タ
ル
ヽ
1
、

マ
フ
サ
ル
ヽ
カ
ユ
ヘ
ニ
1
）、「
ら
る
」
4
（
カ
ヽ
セ
ラ
ル
ヽ
1
、セ
ラ
ル
ヽ

2
、
マ
イ
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
1
）

・
接
尾
辞
2
例　
「
ど
も
」
2
（
コ
ト
ヽ
モ
2
）

◎
付
属
語
そ
の
他
―
同
字
反
復

・
助
詞
27
例　
「
て
」
4
（
ス
テ
テ
3
、
ヘ
タ
テ
テ
1
）、「
と
」
3
（
コ
ト

ト
3
）、「
に
」
16
（
オ
ホ
タ
ニ
ニ
1
、
ク
ニ
ニ
15
）、「
は
」
2
（
コ
ト
ハ

ハ
1
、
ミ
コ
ト
ハ
ハ
1
）、「
ば
」
1
（
イ
ハ
ハ
1
）、「
も
」
1
（
御
弟
子

ト
モ
モ
1
）

・
助
動
詞
4
例　
「
け
り
」
1
（
ト
ケ
ケ
ル
1
）、「
ず
」
3
（
イ
タ
サ
サ
ラ

ム
1
、
申
サ
サ
ラ
ム
コ
ト
ノ
1
、
申
サ
サ
ラ
ム
ヲ
コ
ソ
1
）

・
接
尾
辞
2
例　
「
ど
も
」
2
（
コ
ト
ト
モ
2
）

二
・
四
・
一　

助
詞

　

右
の
語
例
を
観
察
す
る
と
、
語
に
よ
っ
て
、
重
点
と
同
字
反
復
の
両
者
に
分

布
す
る
も
の
と
、
一
方
に
偏
る
も
の
と
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
助
詞
に
つ

い
て
整
理
す
る
と
、（
表
3
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
表
3
）　

助
詞
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
の
形
態
分
類

語
頭

語
中
尾

て

と

に

の

は

ば

ば
や
も

づ
つ

計

重
点

四
四
二

八

一
三
一

二
五
一

一

一

九
六

同
字
反
復
四

三

一
六
〇

二

一

〇

一

〇

二
七

　
（
表
3
）
に
よ
る
と
、
助
詞
「
て
」「
の
」「
ば
」
は
重
点
使
用
が
優
位
で
あ

る
も
の
の
、
逆
に
「
に
」
は
同
字
反
復
が
優
位
で
あ
り
、「
と
」
に
お
い
て
は

用
例
数
が
拮
抗
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
助
詞
の
種
別
に
よ
っ
て
分
布
傾
向
の
差

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
前
の
具
体
例
と
併
せ
、
前
接
す
る
成
分
の
品
詞
性

に
よ
っ
て
特
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

右
に
見
た
助
詞
の
う
ち
、「
づ
つ
」
以
外
は
一
音
節
一
字
か
ら
構
成
さ
れ
、

助
詞
語
頭
に
お
い
て
前
接
成
分
と
同
仮
名
が
連
続
す
る）

4
（

。
重
点
に
「
前
接
要
素

と
の
連
続
性
」と
い
う
性
質
を
認
め
る
な
ら
ば
、重
点
使
用
の
有
無
に
よ
っ
て
、

切
れ
続
き
が
明
示
さ
れ
う
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
仮
名
が
連
続
す
る
場

合
、
前
接
要
素
と
の
熟
合
度
が
高
け
れ
ば
重
点
を
表
示
す
る
こ
と
で
そ
の
熟
合

度
を
マ
ー
ク
し
、
高
く
な
い
場
合
に
は
、
同
字
反
復
に
よ
っ
て
境
界
標
示
が
可

能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
助
詞
語
頭
に
お
い
て
重
点
が
優
勢
で
あ
る

（
九
五
／
一
二
二
例
、

77.9
％
）
と
い
う
の
は
、『
西
方
指
南
抄
』
で
は
、
語
で
は

な
く
、
文
節
単
位
で
の
境
界
標
示
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い）

5
（

。

問
題
は
、
な
ぜ
助
詞
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
同
字
反
復
が
優
勢
で
あ
っ
た
り
、



『西方指南抄』における重点について

五
五

重
点
と
拮
抗
す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
以
下
、
助
詞
「
と
」
と
「
に
」
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　

ま
ず
、「
と
」
を
検
討
す
る
。
重
点
使
用
の
二
例
を
示
す
。

　
（
6
） 
ヨ
シ
ア
シ
ヲ
サ
タ
メ
申
候
ヘ
キ
コ
ト
ニ
候
ハ
ス
ヒ
カ
コ
ト
ヽ
申
候

ハ
ヽ
（
下
本
七
〇
・
二
）

　
（
7
） 

コ
レ
ヲ
ウ
タ
カ
ハ
ヽ
仏
ノ
御オ
ム

ソ
ラ
コ
ト
ヽ
申
ニ
モ
ナ
リ
ヌ
ヘ
ク
（
下

本
一
〇
四
・
四
）

　
（
6
）・（
7
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
僻
事
と
申
し
た
な
ら
ば
」、「
仏
の
御
そ
ら

言
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。
重
点
の
承

け
る
も
の
は
「
ヒ
カ
コ
ト
」「
仏
ノ
御
ソ
ラ
コ
ト
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
名
詞

を
承
け
、
比
較
的
構
造
が
単
純
で
わ
か
り
や
す
い
。

　

一
方
の
同
字
反
復
三
例
を
左
に
示
す
。

　
（
8
） 

シ
カ
レ
ハ
念
仏
衆シ
ユ
シ
ヤ
ウ生
ニ
ツ
イ
テ
光ク
ワ
ウ
セ
ウ照
ノ
遠オ
ン

近コ
ン

ア
リ
ト
釈シ
ヤ
ク
シ
タ
マ
ヘ

ル
マ
コ
ト
ニ
イ
ワ
レ
タ
ル
コ
ト
ト
コ
ソ
オ
ホ
エ
候
ヘ（
上
本
九
五
・
五
）

　
（
9
） 

ソ
レ
ニ
モ
ト
ノ
コ
ト
ク
ニ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
ア
ラ
タ
マ
ル
コ
ト
ナ
カ

ラ
ム
コ
ト
ハ
マ
コ
ト
ニ
ア
ハ
レ
ニ
ア
リ
カ
タ
キ
コ
ト
ト
コ
ソ
オ
ホ
ヘ

候
ヘ
（
上
本
一
三
〇
・
三
）

　
（
10
） 

久ク
オ
ン遠
実シ
チ
シ
ヤ
ウ成
ノ
宗ム
ネ
ヲ
ア
ラ
ワ
セ
ル
ヲ
モ
テ
殊シ
ユ
シ
ヨ
ウ勝
甚シ
ム

深シ
ム

ノ
コ
ト
ト
セ
リ

（
上
本
一
一
六
・
四
）

　
（
8
）
〜
（
10
）
は
す
べ
て
形
式
名
詞
「
コ
ト
」
を
承
け
る
。（
8
）・（
9
）

は
共
に
「
〜
コ
ト
ト
コ
ソ
オ
ホ
エ
候
ヘ
」
の
形
を
と
り
、「
こ
れ
こ
れ
こ
う
い

う
こ
と
だ
と
感
じ
る
」
と
い
う
思
考
内
容
の
引
用
を
示
し
て
い
る
。
用
言
内
容

を
「
コ
ト
」
で
ま
と
め
た
上
で
承
け
て
い
る
。（
10
）
は
あ
り
さ
ま
や
様
子
を

表
し
て
、
そ
の
よ
う
に
定
位
し
た
こ
と
を
示
す
。（
8
）・（
9
）
は
、「
コ
ソ
」

を
介
入
さ
せ
る
な
ど
、
主
節
述
語
が
強
調
さ
れ
る
点
が
印
象
的
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
単
純
に
名
詞
の
内
容
を
承
け
る
（
6
）・（
7
）
よ
り
も
意
味
内
容
が
抽

象
的
で
あ
り
、述
語
構
造
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、助
詞「
と
」は
、

付
属
語
と
し
て
同
字
反
復
さ
れ
る
（
8
）
〜
（
10
）
の
他
、
次
の
（
11
）
の
よ

う
に
、
自
立
語
語
頭
に
「
〜
と
＋
動
詞
」
の
形
で
出
現
し
、
経
典
か
ら
の
引
用

を
示
す
例
が
見
ら
れ
る
（
二
・
二
節
）。

　
（
11
） 

コ
ノ
経キ
ヤ
ウ
ノ
同ト
ウ

本ホ
ン

異イ
ヤ

訳ク
ノ

大タ
イ

阿
弥
陀
経キ
ヤ
ウニ
ハ
コ
ノ
願ク
ワ
ン
ヲ
選セ
ン
チ
ヤ
ク択
ノ
願ク
ワ
ン
ト
ト
カ

レ
タ
リ
（
上
末
七
・
二
）

　

本
稿
の
調
査
で
は
、
か
か
る
例
に
「
タ
レ
人
ソ
ト
ト
ヘ
ハ
」（
中
本

九
二
・
五
）等
の
発
話
引
用
類
を
併
せ
、計
二
一
例
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら「
〜

と
＋
動
詞
」
の
例
や
、（
8
）
〜
（
10
）
の
「
コ
ト
ト
」
の
例
は
、
文
節
境
界

を
越
え
る
か
否
か
と
い
う
要
因
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
重
点
使
用
の
例
と
は
異

な
り
、
引
用
内
容
と
主
節
と
が
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
別
次
元
と
と
ら
え
ら

れ
る
た
め
、
い
ず
れ
も
重
点
を
使
用
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、助
詞「
に
」に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
ニ
」は
八
例
が
重
点
を
使
用
し
、

一
六
例
が
同
字
反
復
の
形
を
と
る
。
重
点
使
用
の
八
例
中
五
例
が「
ク
ニ
ヽ
」、

同
字
反
復
の
一
六
例
中
一
五
例
が
「
ク
ニ
ニ
」
で
あ
り
、
上
接
語
に
偏
り
が
見

ら
れ
る
。

　
（
12
） 
三
ニ
ハ
弥
陀
ミ
ツ
カ
ラ
ノ
タ
マ
ハ
ク
コ
レ
ハ
コ
レ
跋ハ
チ
タ
ワ

陀
和
菩ホ
サ
チ薩
極コ
ク

楽ラ
ク

世セ

界カ
イ

ニ
マ
ウ
テ
ヽ
イ
ツ
レ
ノ
行キ
ヤ
ウ
ヲ
修シ
ユ

シ
テ
カ
コ
ノ
ク
ニ
ヽ
往
生
シ
候
ヘ

キ
ト
阿
弥
陀
仏フ
チ
ニ
ト
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
シ
カ
ハ
仏ホ
ト
ケ
コ
タ
エ
テ
ノ
タ
マ
ハ
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ク
ワ
カ
ク
ニ
ニ 

生シ
ヤ
ウセ

ム
ト
オ
モ
ハ
ヽ
（
上
本
六
九
・
三
）

　
（
12
）
で
は
同
仮
名
の
連
続
と
し
て
助
詞
「
に
」
が
二
例
観
察
さ
れ
る
。
両

者
は
同
一
丁
に
お
い
て
、
と
も
に
「
ク
ニ
」
に
下
接
し
な
が
ら
も
、
一
方
は
重

点
を
使
用
し
、
一
方
は
同
字
反
復
を
用
い
て
い
る
。
加
え
て
、
同
字
反
復
一
六

例
の
う
ち
、（
12
）
の
後
者
及
び
次
の
（
13
）
は
、
助
詞
「
ニ
」
の
部
分
が
小

字
仮
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
同
字
が
反
復
す
る
も
の
の
、
表
記
種
と
し

て
は
別
種
類
の
も
の
を
用
い
て
お
り
、
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
を
下
接
さ
せ
る

こ
と
で
、「
ク
ニ
」
と
「
ニ
」
の
境
界
を
視
覚
的
に
伝
え
て
い
る
。

　
（
13
） 

カ
ノ
ク
ニ
ニ

往ワ
ウ
シ
ヤ
ウ生
シ
テ
ノ
ウ
エ
ノ
コ
ト
ニ
候
サ
フ
ラ
ウ

（
上
本
二
一
・
三
）

　

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
、
通
常
、
小
字
仮
名
は
漢
字
に
下
接
す

る
こ
と
が
多
い
。
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
が
下
接
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
観
智

院
本
『
三
宝
絵
詞
』
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
そ
の
際
の
小
字
仮
名
は

「
ニ
」
に
集
中
す
る
（
村
井
宏
栄
二
〇
〇
六
）。
言
語
単
位
（
ほ
と
ん
ど
は
文
節

単
位
）
の
末
尾
に
位
置
す
る
「
ニ
」
は
、
境
界
標
示
の
マ
ー
ク
と
し
て
意
識
さ

れ
や
す
い
環
境
下
に
あ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
、
助
詞
に
お
い
て
は
、
唯
一

「
に
」
に
お
い
て
同
字
反
復
が
優
勢
で
あ
る
理
由
と
考
え
ら
れ
る）

6
（

。

二
・
四
・
二　

助
動
詞

　

助
動
詞
は
重
点
が
一
〇
例
、
同
字
反
復
が
四
例
見
ら
れ
、
助
詞
と
同
様
、
重

点
が
優
勢
で
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、助
動
詞
の
種
類
に
よ
っ

て
、
語
頭
・
語
中
尾
の
所
在
の
別
は
異
な
る
。
助
動
詞
の
種
類
に
よ
っ
て
分
類

す
る
と
（
表
4
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
表
4
）
に
よ
る
と
、
助
動
詞
「
る
」「
ら
る
」
に
は
す
べ
て
重
点
が
用
い
ら

れ
る
。
具
体
的
な
語
例
は
「
〜
ル
ヽ
」
四
例
と
「
〜
ラ
ル
ヽ
」
四
例
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
お
い
て
同
字
反
復
は
見
ら
れ
な
い
。

　

同
字
反
復
が
用
い
ら
れ
る
の
は

「
け
り
」「
ず
」
で
あ
る
。
同
字
反

復
四
例
の
う
ち
、
助
動
詞
「
ず
」

に
属
す
る
の
は
次
の
（
14
）
〜

（
16
）
の
三
例
で
あ
る
。
参
考
ま

で
に
、
重
点
使
用
の
二
例
（
17
・

18
）
も
挙
げ
る
。

　
（
14
） 

弥
陀
ノ
・
チ
カ
ヒ
ニ
・
信シ
ン

ヲ
・
イ
タ
サ
・
サ
ラ
ム
人
ハ
（
下
末

六
〇
・
五
）

　
（
15
） 

御オ
ム

返
事
ヲ
・
申マ

フ

サ
・
サ
ラ
ム
コ
ト
ノ
・
ク
チ
オ
シ
ク
候
ヘ
ハ
（
下
本

三
七
・
四
）

　
（
16
） 

イ
カ
ナ
ル
時
ニ
モ
・
申
サ
・
サ
ラ
ム
ヲ
コ
ソ
（
下
末
一
九
五
・
五
）

　
（
17
） 

モ
ノ
ヽ
命イ
ノ
チ

ヲ
・
コ
ロ
サ
ヽ
ル
ヲ
・
業コ
フ

因イ
ン

ト
・
ス
ル
ナ
リ
（
上
本

一
一
七
・
五
）

　
（
18
） 

法ホ
フ

蔵サ
ウ

菩ホ

薩
・
オ
ハ
シ
マ
サ
ヽ
レ
ハ
・
法
蔵
菩
薩
ニ
・
約ヤ
ク

シ
テ
・
本ホ
ン
ク
ワ
ン願
ノ
・

体タ
イ
ユ用
ヲ
・
論ロ
ン
ス
ヘ
キ
ニ
・
ア
ラ
ス
（
中
末
一
一
四
・
三
）

　
（
14
）
〜
（
16
）
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
動
詞
と
「
ざ
ら
む
」
の
間
に
朱

点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
例
に
お
い
て
同
字
反
復
と
朱
点
と
が
連
動
し
て

い
る
点
は
興
味
深
い
。
動
詞
と
「
サ
ラ
ム
」
の
間
に
お
い
て
は
、
境
界
を
意
識

し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

7
（

。
た
だ
し
、
助
動
詞
全
般
に
お
い
て
、
本
稿
の
調

査
で
は
得
ら
れ
た
用
例
数
が
少
な
く
、
推
測
の
域
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
（ 

表
4
）　 

助
動
詞
に
お
け
る
重
点
及
び

同
字
反
復
の
分
類

語
頭

語
中
尾

け
り
ず

る

ら
る
計

重
点

〇

二

四

四

一
〇

同
字
反
復
一

三

〇

〇

四



『西方指南抄』における重点について

五
七

　

以
上
、『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
と
同
字
反
復
と
を
検
討
し
た
。
概

し
て
、
文
節
頭
で
は
重
点
を
用
い
ず
、
逆
に
非
文
節
頭
で
は
重
点
を
用
い
る
傾

向
が
見
出
さ
れ
た
。
書
記
法
の
一
貫
性
は
か
な
り
高
い
と
評
価
で
き
よ
う
。
重

点
は
基
本
的
に
は
文
節
境
界
を
ま
た
が
ず
、
前
接
要
素
と
の
連
続
性
を
標
示
す

る
こ
と
で
文
節
を
単
位
と
す
る
標
示
に
寄
与
し
、
可
読
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
仮
名
遣
い
と
の
関
連

三
・
一　

中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
の
仮
名
遣
い

　

片
仮
名
文
献
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
仮
名
遣
い
、
仮
名
字
体
の
用
い
ら
れ
よ
う

（
以
下
「
仮
名
遣
い
」）
が
、
平
仮
名
文
献
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す

る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
般
に
、
片
仮
名
は
平
仮
名
に
比
べ
て
表
音
的
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

（
小
林
芳
規
一
九
七
一
）、
中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
に
あ
っ
て
は
、
必
ず

し
も
表
音
的
と
は
言
え
な
い
側
面
を
持
つ
こ
と
が
近
年
の
研
究
に
お
い
て
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
遠
藤
邦
基
（
二
〇
一
四
）
は
、
平
仮
名
本
で
あ
る
資
経
本
十
五

家
集
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
浄
土
宗
西
山
派
の
僧
侶
承
空
（
？
〜
元
応
元

〈
一
三
一
九
〉
年
、
一
説
に
〜
元
亨
三
〈
一
三
二
三
〉
年
）
に
よ
っ
て
片
仮
名

本
に
転
化
書
写
さ
れ
た
際
、
資
経
本
の
表
記
を
定
家
仮
名
遣
い
に
よ
っ
て
変
更

す
る
場
合
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
片
仮
名
文
献
は
資
料
ご
と
に
用
い
る
仮
名
・
仮
名
字
体
が
概
ね
定

ま
っ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』（
鎌
倉
初
期
書
写
）

は
、「
オ
―
ヲ
」
の
対
立
に
お
い
て
、ほ
ぼ
「
ヲ
」
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、語
頭
・

語
中
尾
を
通
し
て
「
オ
」
は
ご
く
わ
ず
か
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
（
犬
飼

隆
一
九
八
九
・
中
野
真
弓
一
九
九
一
）。
ま
た
、
藤
原
教
長
『
古
今
集
註
』（
仁

治
二
〈
一
二
四
一
〉
年
書
写
）
に
お
い
て
も
、
同
対
立
に
つ
い
て
は
同
様
に
ほ

ぼ
「
ヲ
」
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、「
オ
」
は
わ
ず
か
三
例
し
か
見
ら
れ
な
い
こ

と
が
樋
野
幸
男
（
一
九
九
〇
等
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
書
に
お
け

る
「
オ
」
は
、「
ヲ
」
に
対
す
る
仮
名
遣
い
上
の
対
立
と
い
う
よ
り
も
、「
ヲ
」

に
対
す
る
補
助
字
体
・
有
標
の
仮
名
字
体
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（
犬

飼
隆
一
九
八
九
・
樋
野
幸
男
一
九
九
六
）。

　

か
か
る
状
況
下
、
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
独
自
の
仮
名
遣
い
が
実
践
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
親
鸞
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
吉
沢
義
則

（
一
九
二
二
）
以
来
の
研
究
史
の
蓄
積
が
あ
り
、
金
子
彰
（
一
九
七
九
）・
佐
々

木
勇
（
二
〇
一
一
a
・
b
）
に
よ
っ
て
、
概
ね
次
の
よ
う
な
傾
向
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

①
助
詞
「
を
」
は
「
ヲ
」
で
表
記
さ
れ
る
一
方
、「
を
ば
」「
を
も
」「
を
や
」

「
を
か
」
は
「
オ
ハ
」「
オ
モ
」「
オ
ヤ
」「
オ
カ
」
で
表
記
さ
れ
る
。

②
自
立
語
の
語
頭
に
は
「
オ
」
を
用
い
る
。

③
仮
名
遣
い
に
は
一
定
性
が
認
め
ら
れ
、
同
一
語
は
一
定
の
仮
名
遣
い
で
表

記
す
る
。

　

助
詞
「
を
」
が
「
ヲ
」
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
と
対
照
的
に
、「
を
ば
」「
を
も
」

「
を
か
」「
を
や
」
が
「
オ
ハ
」「
オ
モ
」「
オ
ヤ
」「
オ
カ
」
で
表
記
さ
れ
る
こ

と
は
、
自
立
語
語
頭
に
「
オ
」
を
用
い
る
と
い
う
規
則
性
を
敷
衍
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
（
金
子
彰
一
九
七
九
等
）、「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
の
目
的
は
、「
語

句
の
纏
ま
り
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」（
佐
々
木
勇
二
〇
一
一
b
）
と
さ
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れ
て
い
る）

8
（

。
自
立
語
語
頭
や
「
を
ば
」
を
「
オ
ハ
」
で
表
記
す
る
等
と
い
う
仮

名
遣
い
は
、
本
稿
で
見
た
、
非
語
頭
で
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る
重
点
と
同
様
、

文
内
に
お
け
る
分
節
の
働
き
に
参
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
二　
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
オ
―
ヲ
対
立

　

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
同
音
が
連
続
す
る
際
、
漢
字
表
記
以
外
の
方
法
を

用
い
る
と
す
る
と
、
そ
の
方
法
に
は
①
重
点
の
使
用
、
②
同
字
反
復
の
他
、
③

仮
名
遣
い
に
よ
る
異
仮
名
の
表
記
が
考
え
ら
れ
る
。『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け

る
③
に
つ
い
て
、圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
、「
〜
を
＋
動
詞
」及
び「
オ
ホ
〜
」

に
始
ま
る
各
語
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
例
を
示
す）

9
（

。

【
〜
を
＋
動
詞
】

〜
ヲ
オ
カ
ム（
拝
）　

〜
ヲ
オ
ク（
置
）　

〜
ヲ
オ
ク
ル（
送
）　

〜
ヲ
オ
コ
ス（
発
・

起
）　

〜
ヲ
オ
コ
ナ
フ
（
行
）　

〜
ヲ
オ
サ
ム
（
収
・
修
）　

〜
ヲ
オ
シ
フ
（
教
）

　

〜
ヲ
オ
シ
ム（
惜
）　

〜
ヲ
オ
ソ
ル（
恐
・
懼
）　

〜
ヲ
オ
ト
ロ
カ
ス（
驚
）　

〜

ヲ
オ
ホ
シ
メ
ス
（
思
召
）　

〜
ヲ
オ
モ
フ
（
思
・
想
）　

〜
ヲ
オ
ロ
ス
（
下
・
降
）

【
お
ほ
〜
】

オ
ホ
イ
カ
タ
（
大
筏
）　

オ
ホ
カ
タ
（
大
方
）　

オ
ホ
キ
ナ
リ
（
大
）　

オ
ホ
ケ

ナ
シ　

オ
ホ
コ
（
大
胡
）　

オ
ホ
シ
・
オ
ホ
ク
（
多
）　

オ
ホ
ス
・
オ
ホ
セ
（
仰
）

　

オ
ホ
タ
ニ
（
大
谷
）　

オ
ホ
チ
（
大
路
）　

オ
ホ
フ
（
覆
）　

オ
ホ
マ
ワ
リ
（
大

回
）　

オ
ホ
ヤ
ウ
（
大
様
）　

オ
ホ
ヤ
ケ
（
公
）　

オ
ホ
ヨ
ソ
（
大
凡
）

【
そ
の
他
】

ミ
カ
ホ
ヲ
（
御
顔
を
）　

功
能
ヲ
オ
モ
ク
（
〜
を
重
く
）

〜
ハ
ワ
ス
レ
タ
マ
ヒ
ケ
レ
ト
モ
（
〜
は
忘
れ
給
ひ
け
れ
ど
も
）　

〜
ハ
ワ
ル
シ

（
〜
は
悪
し
）　

〜
ハ
ワ
レ
ラ
カ
（
〜
は
我
ら
が
）　

〜
ハ
ワ
カ
（
〜
は
我
が
）

　

右
分
類
の
う
ち
、【
お
ほ
〜
】
及
び
【
そ
の
他
】
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名

遣
い
に
合
致
す
る
が
、【
〜
を
＋
動
詞
】
に
つ
い
て
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
合

致
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
の
両
者
が
存
在
す
る
。

　

前
述
の
通
り
、
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
格
助
詞
「
を
」
は
必
ず
「
ヲ
」
で
表
記

さ
れ
、自
立
語
語
頭
は
「
オ
」
で
表
記
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

「
〜
を
＋
動
詞
」
は
、「
〜
ヲ
オ
…
」
と
な
り
、
重
点
や
同
字
反
復
の
表
記
と
は

な
ら
な
い
。

　
（
19
） 

コ
ノ
御オ
ム

仏
ヲ
オ
カ
ミ
マ
イ
ラ
セ
タ
マ
フ
ヘ
シ
ト
申マ
ウ
シ
ハ
ヘ
リ侍
ケ
レ
ハ
（
中

本
五
九
・
四
）

　
（
20
） 

六
字シ

ヲ
ト
ナ
フ
ル
（
朱
筆
「
ニ
」）
一
切
ヲ
オ
サ
メ
テ
候
也
（
中
末

九
七
・
四
）

　
（
21
） 

先マ
ツ

往ワ
ウ
シ
ヤ
ウ
エ
ウ
シ
フ

生
要
集
ヲ
モ
テ
コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
（
中
本
四
八
・
五
）

　
（
22
） 

生シ
ヤ
ウ

オ
モ
死シ

オ
モ
ワ
カ
レ
ヲ
ツ
ク
ル
ト
キ
ニ
ハ
ナ
コ
リ
ヲ
オ
シ
ム
コ
ヽ

ロ
タ
チ
マ
チ
ニ
モ
ヨ
オ
シ
（
上
本
一
二
七
・
五
）

　

右
用
例
は
「
〜
を
＋
動
詞
」
の
形
式
を
取
る
が
、
用
い
ら
れ
る
動
詞
は
そ
れ

ぞ
れ
、（
19
）「
オ
カ
ミ
」（
拝
）、（
20
）「
オ
サ
メ
」（
収
）、（
21
）「
オ
シ
フ
」（
教
）、

（
22
）「
オ
シ
ム
」（
惜
）で
あ
る
。
動
詞
語
頭
が「
オ
」に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ヲ
カ
ミ
」「
ヲ
サ
メ
」「
ヲ
シ
フ
」

「
ヲ
シ
ム
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。「
〜
を
＋
動
詞
」
の
動
詞
部
分
を
歴
史
的
仮

名
遣
い
か
ら
見
た
場
合
、
異
な
り
一
三
語
の
う
ち
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
合
致
す

る
の
は
九
語
で
あ
り
、
四
語
は
合
致
し
な
い
。
ま
た
、
同
動
詞
を
定
家
仮
名
遣



『西方指南抄』における重点について

五
九

い
（『
仮
名
文
字
遣
』
お
よ
び
『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
っ
て
検
討
）
か
ら
見
た

場
合
に
も
、
異
な
り
一
三
語
の
う
ち
一
致
す
る
の
は
九
語
で
あ
り
、
両
仮
名
遣

い
と
も
、
一
致
率
が
相
当
に
高
い
と
は
言
い
が
た
い）

10
（

。

　

鄭
炫
赫
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
宗
教
書
七
文
献

で
は
、
文
節
頭
で
の
重
点
使
用
は
、
合
計
で
計
二
三
例
見
ら
れ
、
う
ち
一
二
例

は
「
を
ゝ
」
で
あ
る
と
い
う
。
文
節
頭
で
重
点
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、「
を
」

に
重
点
が
下
接
す
る
例
が
半
数
を
占
め
、他
を
圧
倒
す
る
。
こ
れ
は
、助
詞「
を
」

が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
、
か
つ
、
そ
も
そ
も
「
を
」（
お
）
か
ら
始
ま
る
自
立
語

が
多
い
こ
と
、
の
二
点
に
起
因
し
て
お
り
、「
を
」（
お
）
は
、
他
に
比
べ
て
広

く
同
音
が
連
続
し
や
す
い
環
境
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

助
詞
「
を
」
は
、ジ
ャ
ン
ル
や
表
記
体
を
こ
え
て
「
を
」（
ヲ
）
で
表
記
さ
れ
、

仮
名
遣
い
と
し
て
ゆ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。「
〜
ヲ
」
に
下
接
す
る
語
が
同
音

の
連
続
と
な
る
場
合
、
漢
字
表
記
を
用
い
な
い
な
ら
ば
、
①
「
ヲ
」
で
同
字
反

復
す
る
方
法
、
②
重
点
を
使
用
す
る
方
法
、
③
「
オ
」
を
用
い
る
方
法
の
三
通

り
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
『
西
方
指
南
抄
』
が
採
用
し
た
の
は
③
で
あ
っ

た
。
同
文
献
内
に
お
い
て
、「
オ
」
は
言
語
分
節
上
〈
語
頭
〉、
対
し
て
「
ヲ
」

は
〈
非
語
頭
〉
の
マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

　
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
全
篇
に
亘
っ
て
漢
字
表
記
に
は
徹
底
的
に
振
り
仮
名

を
施
し
、
ま
た
、
分
か
ち
書
き
も
ま
ま
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
お
お
よ
そ

全
編
に
亘
っ
て
朱
点
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
ほ
ぼ
文
節
（
あ
る
い
は
句
）

に
相
当
す
る
単
位
で
あ
っ
て
、
句
読
点
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る）

11
（

。『
西
方
指

南
抄
』
は
、
言
わ
ば
、
文
に
お
け
る
文
法
的
単
位
の
表
示
に
極
力
注
意
を
払
っ

た
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
文
の
精
確
な
伝
達
を
目
指
し
、
誤
読
防
止
に
最

大
限
意
を
砕
い
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
重
点
が
文
節
を
ま
た
が
な
い
傾
向
を

有
し
、
非
語
頭
で
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る
の
と
同
様
、「
オ
―
ヲ
」
の
対
立
に

お
い
て
、
文
節
末
に
位
置
す
る
助
詞
「
を
」
を
「
ヲ
」
と
し
、
語
頭
を
「
オ
」

に
統
一
し
た
の
は
、
振
り
仮
名
・
分
か
ち
書
き
・
朱
点
・
重
点
と
共
に
、
言
語

分
節
の
文
字
上
の
標
示
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
重
点
と
い
う

重
複
補
助
記
号
の
用
法
と
、
使
用
仮
名
の
種
別
と
い
う
仮
名
遣
い
の
問
題
と
が

統
一
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
の
結
論
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

【
ア
】『
西
方
指
南
抄
』
の
重
点
及
び
同
字
反
復
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
文

節
頭
で
は
重
点
を
用
い
ず
、
逆
に
非
文
節
頭
で
は
重
点
を
用
い
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
書
記
法
の
一
貫
性
は
か
な
り
高
い
と
評
価
で
き
る
。
重
点

は
基
本
的
に
文
節
境
界
を
ま
た
が
ず
、
前
接
要
素
と
の
連
続
性
を
標
示
す
る

こ
と
で
文
節
を
単
位
と
す
る
標
示
に
寄
与
し
、
可
読
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

【
イ
】
例
外
的
に
文
節
頭
に
重
点
が
用
い
ら
れ
る
一
六
例
の
う
ち
、
一
五
例
は

「
〜
ノ
ヽ
チ
」
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
例
外
例
は
他
資
料
に
お
い
て
も
慣
用

的
傾
向
を
持
っ
て
お
り
、
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

【
ウ
】
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
、自
立
語
語
頭
に
は
「
オ
」
を
用
い
、助
詞
「
を
」

は
「
ヲ
」
で
表
記
さ
れ
る
一
方
、「
を
ば
」「
を
も
」「
を
や
」「
を
か
」
は
「
オ

ハ
」「
オ
モ
」「
オ
ヤ
」「
オ
カ
」
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
夙
に
知
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
、
本
書
の
「
〜
を
＋
動
詞
」
は
「
〜
ヲ
＋
オ
…
」
と
な
り
、
同
字

連
続
と
は
な
ら
な
い
。「
オ
」
は
〈
語
頭
〉、
対
し
て
「
ヲ
」
は
〈
非
語
頭
〉
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六
〇

の
マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
重
点
の
用
法

と
共
に
、
言
語
分
節
の
文
字
上
の
標
示
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
、
前
節
に
見
た
よ
う
な
独
自
の
仮
名
遣
い
の
実
践
の

他
、
漢
字
音
古
用
の
墨
守
、
使
用
漢
字
の
制
限
等
の
規
範
的
態
度
が
先
行
研
究

に
お
い
て
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
金
子
彰
一
九
八
〇
・
佐
々
木
勇
二
〇
一
〇

等
）。
本
稿
に
見
た
重
点
用
法
の
一
貫
性
は
、
か
か
る
親
鸞
遺
文
の
表
記
傾
向

と
矛
盾
し
な
い
。

　

中
世
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
重
点
の
使
用
に
つ
い
て
、
矢
田
勉

（
二
〇
一
二
a
）
は
鎌
倉
期
の
平
仮
名
経
済
文
書
（
譲
状
、売
券
、寄
進
状
な
ど
）

を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
平
安
朝
仮
名
文
と
は
異
な
り
、
例
外
を
除

い
て
文
節
頭
に
重
点
は
出
現
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
、
平
仮
名
資
料

の
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
も
文
節
頭
は
重
点
を
用
い
ず
、
同
字
反
復
を
用
い
て
い

る
と
し
て
い
る
（
用
例
は
矢
田
勉
二
〇
一
二
a
に
よ
る
）。

　
（
23
） 

安
養
浄
土
に
往
生
す
れ
は
か
な
ら
す
す
な
は
ち
无
明
仏
果
に
い
た
る

と
釈
迦
如
来
と
き
た
ま
へ
り
（「
か
さ
ま
の
念
仏
者
」）

　
（
24
） 

い
ま
ま
た
こ
れ
を
案
す
る
に
な
を
専
修
を
す
く
れ
た
り
と
す
（
ひ
ら

が
な
本
唯
信
抄
）

　

こ
れ
ら
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
傾
向
に
等
し
く
、
同
じ
親
鸞
遺
文
に
お
い
て

平
仮
名
文
献
と
片
仮
名
文
献
の
両
者
に
お
い
て
、
重
点
の
用
法
が
共
通
す
る
可

能
性
が
見
出
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
中
世
仏
教
者
の
著
述
し
た
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
文
献
で
あ
っ
て

も
、
重
点
が
文
節
頭
に
出
現
す
る
例
は
ま
ま
見
ら
れ
る
。
次
の
（
25
）
〜

（
27
）
は
『
却
癈
忘
記
』、（
28
）・（
29
）
は
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
の
例
で

あ
り
、
両
書
は
共
に
高
山
寺
明
恵
の
聞
書
類
で
あ
る
。『
却
癈
忘
記
』（
高
山
寺

本
は
文
暦
二
年
〈
一
二
三
五
〉
以
降
成
立
）
は
明
恵
上
人
の
教
訓
・
談
話
等
を
、

そ
の
晩
年
に
近
侍
し
た
弟
子
の
長
円
が
筆
録
し
た
書
で
あ
り
、『
光
言
句
義
釈

聴
集
記
』（
高
山
寺
本
は
正
元
元
年
〈
一
二
五
九
〉
書
写
）
は
、
明
恵
上
人
が

自
撰
の
「
光
明
真
言
句
義
釈
」
を
講
じ
た
際
の
聞
き
書
き
を
弟
子
が
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
（
25
） 

イ
マ
ス
シ
キ
シ
ツ
ホ
ウ
ノ
事
ノ
ヽ
コ
リ
タ
ル
ニ
テ
ハ
ア
ル
ニ
（
上
八
オ

三
）

　
　
　

※
「
イ
マ
ス
シ
キ
」
は
「
イ
マ
ス
コ
シ
キ
」
の
誤
り
か
。

　
（
26
） 

ア
ノ
ム
カ
ヒ
ノ
山
ノ
フ
モ
ト
ニ
タ
ナ
ヒ
キ
タ
ル
雲
モ
ソ
コ
ア
ケ
テ
コ

ラ
ム
セ
ヨ
ヽ
ニ
オ
モ
シ
ロ
キ
モ
ノ
カ
ナ
（
上
一
七
ウ
四
）

　
（
27
） 

自
然
ニ
人
モ
参
シ
テ
其
寺
ハ
コ
ヽ
チ
カ
ヽ
ヘ
リ
テ
ナ
ト
イ
ヒ
テ
ハ
モ
タ

イ
ナ
キ
事
也
（
上
一
八
ウ
一
〇
）

　
（
28
） 

而
ヲ
近
代

―
ハ

タ
ヽ
モ
ノ
ヲ
ヽ
モ
シ
ロ
ク
シ
ナ
ス
ヲ
以
テ
（
上

二
五
）

　
（
29
） 

サ
ル
ホ
ト
ニ
ア
チ
ヽ
カ
ヒ
コ
チ
ヽ
カ
ウ
也
云
々
（
上
五
五
〇
）

　

右
の
（
25
）
〜
（
29
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
明
恵
関
連
資
料
で
は
重
点
が

文
節
頭
に
現
れ
る
例
は
散
見
さ
れ
、
同
時
期
の
仏
教
者
に
よ
る
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
の
著
述
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
重
点
用
法
に
は
個
人
差
が
認
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
と
よ
り
本
稿
は
、
親
鸞
遺
文
の
一
資
料
と
し
て
『
西
方
指
南
抄
』
を
取
り

上
げ
、
そ
の
重
点
の
用
法
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
唯
信
抄
』、『
唯

信
鈔
文
意
』、『
一
念
多
念
文
意
』
等
、
他
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
な
る

親
鸞
遺
文
と
の
比
較
検
証
、
ひ
い
て
は
、
一
三
世
紀
に
お
け
る
漢
字
片
仮
名
交



『西方指南抄』における重点について

六
一

じ
り
文
に
お
け
る
重
点
用
法
の
一
般
的
状
況
の
解
明
は
、
す
べ
て
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

注（
1
） 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
中
川
美
和
（
二
〇
一
二
）
は
平
仮
名
本
（
資
経
本
）

を
親
本
と
す
る
片
仮
名
本
の
承
空
書
写
本
『
実
方
朝
臣
集
』・『
行
尊
大
僧
正
集
』

を
調
査
し
、
重
点
の
使
用
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
い
る
。
承
空
に
よ
る
私
家
集

の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
田
中
登
（
二
〇
〇
六
）
は
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）

か
ら
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
の
間
と
し
て
お
り
、『
実
方
朝
臣
集
』・『
行
尊

大
僧
正
集
』
は
と
も
に
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
の
資
経
書
写
本
を
片
仮
名
本

に
転
化
書
写
し
て
い
る
。
な
お
、『
行
尊
大
僧
正
集
』
に
つ
い
て
は
、
田
中
登

（
二
〇
〇
七
）
が
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
書
写
し
た
と
し
て
い
る
。
結
果
、

重
点
の
使
用
に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぼ
資
経
本
を
引
き
継
い
で
い
る
」（
中
川
美
和

二
〇
一
二
）
と
し
て
い
る
。

（
2
） 

池
田
亀
鑑
（
一
九
四
一
）
は
、『
土
左
日
記
』
の
紀
貫
之
自
筆
本
で
は
重
点

は
行
頭
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
為
家
本
で
は
重
点
を
同
位
置
で
は

用
い
な
い
方
針
が
存
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、（
表
2
）
で
は
自

立
語
語
中
尾
に
位
置
す
る
も
の
が
同
字
反
復
一
例
の
み
し
か
見
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
仮
名
の
連
続
す
る
自
立
語
を
書
写
す
る
際
に
は
、
当

該
箇
所
で
改
行
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
書
写
時
に
注
意
を
払
っ
て
い
た

可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

（
3
） 

例
外
的
に
同
字
反
復
が
な
さ
れ
る
名
詞
の
う
ち
、「
オ
ト
ト
ヒ
」（「
ヲ
ト
ト

ヒ
」）
は
「
を
と
つ
ひ
」
の
変
化
形
で
、「
を
と
」（
遠
）
―
「
つ
」（
助
詞
）
―
「
ひ
」

（
日
）
の
語
構
成
か
ら
成
る
。『
西
方
指
南
抄
』
が
書
写
さ
れ
た
一
三
世
紀
、「
を

と
と
ひ
」・「
を
と
つ
ひ
」
は
両
語
形
が
と
も
に
存
在
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

別
語
形
が
念
頭
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
同
字
反
復
か
と
思
わ
れ
る
が
、
想
像
の
域

を
出
な
い
。

（
4
） 

「
づ
つ
」
は
重
点
の
一
例
（「
ス
コ
シ
ツ
ヽ
」）
の
み
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
「
づ

つ
」
の
二
字
目
が
重
点
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、語
中
尾
の
例
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
他
例
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
5
） 

『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
は
、
ま
ま
分
か
ち
書
き
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、

ほ
ぼ
文
節
単
位
に
よ
っ
て
朱
点
の
記
入
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と

な
る
。
宮
田
裕
行
（
一
九
八
一
）
参
照
。

（
6
） 

中
世
漢
文
文
書
の
助
詞
表
記
に
お
け
る
助
詞
「
に
」
に
つ
い
て
述
べ
た
矢
田

勉
（
二
〇
一
二
b
）
は
、「
中
世
の
漢
文
文
書
の
助
詞
表
記
で
特
徴
的
な
の
は
、

万
葉
仮
名「
仁
」字
の
宣
命
書
に
よ
る
助
詞「
に
」表
記
で
あ
る
。
中
世
文
書
は
、

近
世
文
書
に
比
べ
て
助
詞
を
明
示
こマ

とマ

が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
は
「
仁
」
字
の
用
例
が
特
に
目
立
つ
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
二
・

三
節
の
「
マ
」
の
例
で
見
た
よ
う
に
、「
ニ
」
の
字
形
形
状
の
た
め
に
同
字
反

復
が
優
勢
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
あ
り
う
る
が
、
重
点
「
ヽ
」
が
「
点
」
と
し

て
記
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、「
ニ
」
の
二
画
目
は
明
確
に
横
画
と
し
て
書
か

れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
要
因
に
は
当
て
は
ま
り
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

（
7
） 

宮
田
裕
行
（
一
九
八
一
）
参
照
。

（
8
） 

親
鸞
遺
文
に
お
い
て
、「
ニ
モ
」「
ニ
シ
テ
」「
ニ
ハ
」
の
よ
う
に
、
複
合
辞
の
一

部
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
ニ
」
の
み
小
字
化
す
る
現
象
が
観
察
さ
れ
る
の
と

は
対
照
的
に
、
助
詞
「
を
」
を
含
む
複
合
辞
「
オ
ハ
」「
オ
モ
」
等
は
、
ほ
ぼ

必
ず
大
字
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
佐
々
木
勇

二
〇
一
一
b
参
照
）。

（
9
） 

同
一
用
言
を
用
い
る
用
例
に
つ
い
て
は
終
止
形
で
示
し
た
。
た
と
え
ば
、「
〜

ヲ
オ
コ
ス
」
は
、
具
体
的
に
は
「
〜
ヲ
オ
コ
ス
ナ
リ
」「
〜
ヲ
オ
コ
シ
タ
マ
ヒ

ケ
ム
モ
」「
〜
ヲ
オ
コ
シ
テ
」「
〜
ヲ
オ
コ
シ
タ
リ
キ
」
等
多
様
な
表
現
形
式
を

含
む
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
複
合
動
詞
を
含
む
。
な
お
、「
お
ほ
〜
」
の
語
例
に

例
外
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ハ
行
転
呼
が
完
了
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は

「
オ
」
と
「
ヲ
」
に
音
韻
上
の
対
立
が
存
し
て
い
て
「
オ
」
と
「
ホ
」
が
別
音

韻
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
の
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ
る
が
（
常
磐
井
猷
麿
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六
二

一
九
六
二
）、
今
は
措
く
。

（
10
） 

親
鸞
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
概
略
を
述
べ
た
佐
々
木
勇

（
二
〇
一
一
a
）
は
、「
親
鸞
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一

致
し
な
い
も
の
が
存
す
る
。
ま
た
、
定
家
仮
名
遣
い
と
も
一
致
し
な
い
も
の
が

多
い
。
こ
の
仮
名
遣
い
を
、
親
鸞
聖
人
が
ど
こ
か
で
学
ん
だ
も
の
か
、
独
自
に

考
え
だ
し
た
も
の
か
、
不
明
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
11
） 

宮
田
裕
行
（
一
九
八
一
）
は
、
親
鸞
遺
文
に
つ
い
て
、
分
か
ち
書
き
が
な
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
に
も
朱
点
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
朱
点
記
入
は
本
文
書
写
・

分
か
ち
書
き
と
は
同
時
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
本
文
書
写
の
後
に
行
わ
れ
た

と
推
定
し
て
い
る
。
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